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松太郎　第2回　絵：みさき ※小松市立高校芸術コース美術専攻

▲この識別マークが
　目印です。
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連載

　
　

―

京
都
語
由
来
の
エ
ロ
ー
と
ワ
ナ
ル―

　歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
の
初
夏
を
彩
る
お
旅
ま
つ
り
も
終

わ
り
、
今
年
も
は
や
６
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　今
回
も
、
か
つ
て
の
中
央
語（
京
都
語
）由
来
の
小
松
方

言
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
取
り
上
げ
る
の
は
、「
触
る
」の
意
味

の
エ
ロ
ー
と「
大
声
を
出
す
。
ど
な
る
」の
意
味
の
ワ
ナ
ル

で
す
。

エ
ロ
ー
は
中
央
語「
弄
う
」が
語
源

　小
松
で
は
主
に
エ
ロ
ー
の
形
で
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
語
源
は
、
中
世
末
期
か
ら
江
戸
初
期
の
京
都
語
・
上
方

語
文
献
に
用
例
が
見
え
る「
い
ら
う
」（
漢
字
は「
弄
」が
当
て

ら
れ
ま
す
）と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
な
文
献
例
に
は
、

「
其
う
へ
い
ら
ふ
て
見
ま
し
た
れ
ば
ま
だ
人
肌
で
御
座
っ

た
」（
狂
言
・
仏
師
）、「
包
み
は
解
く
に
及
ぶ
ま
じ
、
弄
う
て

見
て
も
五
十
両
」（
浄
瑠
璃
・
冥
途
の
飛
脚
）、「
彼
一
粒
の
銀

を
い
ろ
ふ
て
見
る
事
幾
度
か
」（
浮
世
草
子
・
好
色
二
代
男

－

三
・
三
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　『日
本
方
言
大
辞
典
』（
小
学
館
）に
よ
れ
ば
、
イ
ラ
ウ
の

形
で
、
石
川
県
南
部（
旧
江
沼
郡
）か
ら
福
井
県
、
そ
し
て

関
西
地
方
か
ら
中
国
・
四
国
地
方
に
、
イ
ロ
ウ
の
形
で
石

川
県
、
富
山
県
西
部
と
愛
知
・
岐
阜
の
一
部
、
関
西
周
辺

部
か
ら
中
国
・
四
国
地
方
、
そ
し
て
長
崎
県
対
馬
な
ど
に

分
布
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　小
松
の
エ
ロ
ー
は
後
者
の
イ
ロ
ウ（
イ
ロ
ー
）の
語
頭
の

イ
が
エ
に
変
化
し
た
形
で
す
。
北
陸
地
方
で
は
あ
ま
り
使

わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
関
西
地
方
な
ど
で
は
今
も

比
較
的
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ナ
ル
は
ワ
メ
ク
と
ド
ナ
ル
の
混
交
形
？

　「大
声
を
出
す
。
ど
な
る
」の
意
味
の
ワ
ナ
ル
は
、
小
松

市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
ド
レ
ダ
ケ

　

ワ
ナ
ッ
テ
モ

　デ
テ
コ
ン
」（
ど
れ
だ
け
大
声
で
呼
ん
で
も

出
て
こ
な
い
）の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す
。
ワ
ナ
ル
の
小
松
市

以
外
の
分
布
に
つ
い
て
は
、『
日
本
方
言
大
辞
典
』に
よ
れ
ば
、

関
西
地
方
を
中
心
に
、
新
潟
県
佐
渡
、
富
山
県
下
新
川
郡
、

石
川
県
、
山
梨
県
、
さ
ら
に
西
の
鳥
取
県
東
部
な
ど
に
分

布
す
る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ナ
ル
は

元
々
使
わ
れ
て
い
た
ワ
メ
ク
と
ド
ナ
ル
の
混
交
形
と
し
て

生
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
中
期
の
上
方

語
文
献
で
あ
る
談
義
本
・
身
体
山
吹
色

－

三
に「
上
張
っ
た

声
で
、
鉢
水
持
て
来
て
お
く
れ
と
高
声
て
鉢
水
取
り
よ
せ
」

の
よ
う
な
使
用
例
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
関
西
地
方
で「
わ

な
る
」の
形
が
生
ま
れ
た
後
に
、
北
陸
地
方
な
ど
、
周
辺
部

に
広
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
松
方
言
の
語
源

　その
32

「お腹空いてもワナラんと待っとって、偉い子やぁ」

連
載

－◥◤
街
な
か
の
オ
ア
シ
ス

　
芦
城
公
園
◢◣－

　緑
の
美
し
い
季
節
で
す
。
芦
城
公
園
も
桜
か
ら
藤
、
ツ

ツ
ジ
に
菖
蒲
と
四
季
折
々
の
風
情
を
伝
え
て
く
れ
、
市
民

に
は
オ
ア
シ
ス
的
な
場
所
で
す
。

　も
と
も
と
こ
の
地
は｢

芦
城｣

の
名
の
と
お
り
、
小
松
城

三
の
丸
の
跡
地
で
、
芦
が
一
面
に
生
え
る
湿
地
帯
で
し
た
。

　明
治
に
入
り
、
城
が
取
り
壊
さ
れ
る
と
、
跡
地
に
は
金

平
か
ら
徒
刑
場
が
移
さ
れ
、
そ
の
囚
人
達
に
よ
っ
て
堀
が

埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
土
地
は
民
間
に
売
り
払
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
公
園
と
し
て
残
し
た
い
と
の
要

望
が
強
く
、
徒
刑
場
の
移
転
を
契
機
に
、
明
治
37
年
に
国

か
ら
無
償
で
貸
与
を
受
け
ま
し
た
。
翌
年
、
日
露
戦
争
で

日
本
が
勝
利
し
、
そ
の
戦
勝
記
念
と
し
て
芦
城
公
園
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
石
碑
が
今
も
入
り
口
に
残
り
ま
す
。

　明
治
期
に
は
園
内
に
議
事
堂
や
陳
列
館
が
建
ち
並
び
、

広
場
で
は
サ
ー
カ
ス
興
行
や
自
転
車
競
技
で
賑
わ
い
、
活

動
の
拠
点
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
２
年
に
は
国
体
に
向
け
、

野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
設
け
ら
れ
、
30
年
代
に
入
る

と
博
物
館
や
図
書
館
、
プ
ー
ル
な
ど
が
開
館
し
、
園
内
は

目
ま
ぐ
る
し
く
様
相
を
変
え
ま
す
。
平
成
16
年
に
公
園
開

放
１
０
０
年
を
記
念
し
て
公
園
拡
張
を
進
め
、
20
年
に
完

成
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
１
０
０
年
の
変
遷
を
見
守
っ
て
き
た
公
園
入
り
口

に
あ
る
タ
ブ
の
木
、
開
園
時
に
植
え
た
平
和
塔
前
の
ア
カ

マ
ツ
。
今
や
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
、

歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
市
史
編
纂
担
当

☎
24
・
８
２
７
４

い
ら

そ
の

ご

　ざ

、
、
、

、

　
　
　
　、
、

か
ん 

ば

わ
な
り

め
い
ど

い
ら

か
の

　
　り
う

　
　か
ね

賢い消費者になろう

消費せいかつ
あんしん相談センター　   ☎24・8071
消費者ホットライン　☎0570・064・370

問い合わせ

「携帯電話を契約するアルバ
イト」を見付け、携帯電話4台

を自分名義で契約しアルバイト先へ
送った。1台に付き1万円の報酬を得
たが、後日、高額な利用料金を請求
された。

絶対しない 携帯電話契約の名義貸しアルバイト

トラブル回避のポイント

◆アルバイト先からは利用料金は支
払わなくてもよいと説明されますが、
利用料金は名義人に支払い義務が発
生します。
◆自分名義で購入した通話可能な携
帯端末やSIMカードなどを、無断で
第3者に譲渡することは法律で禁止
されています。アルバイト感覚で犯
罪に加担しないようにしましょう。

事例

携
帯
電
話
会
社
か
ら

請
求
さ
れ
る
利
用
料
金
は

あ
な
た
が
支
払
う
の
よ

そ
う
だ
っ
た

の
か
！

今
月
は
小
遣
い
が
足
り
な
い

い
ろ
い
ろ
使
い
過
ぎ
た…

…

譲
渡
し
た
携
帯
電
話
が

犯
罪
に
使
わ
れ
た
ら

罪
に
問
わ
れ

る
こ
と
も

あ
る
の
よ

怖
い
ね
ぇ
。
じ
ゃ
あ

 

小
遣
い
を
上
げ

ま
せ
ん
！

今
や
っ
て
る
仕
事
の
ほ
か
に

簡
単
に
稼
げ
る
ア
ル
バ
イ
ト

　は
無
い
か
な
ぁ

お
、
携
帯
電
話
を
契
約
し
て

送
付
す
る
だ
け
で
１
万
円
!?

ダ
メ
よ
！
あ
な
た
！

日常生活でよく利用する食品トレーやお菓子の袋などの容器包装プラスチック。
きれいに水洗いし、きちんと分別・リサイクルして、資源として生かしていきましょう。

容器包装プラスチックの分別に
ご協力をお願いしますごみナビ vol.6

問い合わせ　環境推進課　☎24・8069

　これからは食べ物などが傷みやす

い季節です。必要なものを必要な分だ

け購入し、余分な生ごみを増やさない

よう心掛けましょう。

■容器包装プラスチックとなるもの

2,386トン

平成20年度同月比  約11％減

▲芦城公園入り口

※対象外のもの（これらは一般ごみとして捨ててください）
◎プラスチック商品そのもの（プラスチックのハンガーやスポンジ）
◎商品の付属品（飲料パックのストローや弁当のスプーン）
◎中身が残っているチューブ類（マヨネーズや練りわさび、歯磨き粉
など）

　お菓子の袋やペットボトルのふた・ラベルなど。また、食品トレー
やカップ麺のカップ、洗剤の容器なども対象になります。

、
、
、

平成27年4月分
一般ごみ排出量


